
東北農業研究 (Tohoku Agric Res)42, 233-234(1989)

リンゴ及びマルメロの着果,果実発育に及ぼすジベレリン散布の影響

近 藤  悟 。水 野  昇*

(秋田県果樹試験場・
*秋
田県果樹試験場鹿角分場)

Effect of Gibberellin ApplicatiOn On Fruit Set and Growth Of Apple and Quince

satoru KoNDO and NObOru MIZUNO*
(Akita Fruit‐ Tree Experiment Station・

*Kazuno Branch,Akita Fruit―
Tree Exp Stn)

1 は じ め に

既報 1)に おいて、リンゴ `ス ターキング・ デリシャス '

に対しての遮光処理など早期落果を誘発する条件下でもジ

ベレリン (GA)溶液 (100脚 )の散布によって落果が軽
減されることを確認したが、本報ではその散布回数、及び

散布が果実品質に及ぼす影響について検討した。また、G
Aの散布によって果実肥大の促進されることが確認された
ので、その散布がリンゴ `千秋 'の果実発育に及ぼす影響

についても調査した。更に、マルメロ`在来種 'は ,果実
発育初期に落果の多発することが知られているが、落果の

抑制に及ぼすGA処理の有効性についても検討した。

2試 験 方 法

11～ 13年生の `ス ターキング・ デリシャス '(M26台

木)を供試した。早期落果を誘発させるために遮光処理を
行った。遮光処理はリンゴ樹全体をパイプハウスで囲み .

51%の遮光率の寒冷紗で覆って行った。遮光処理下の各散
布区は側枝単位とし,GA4100p溶液 (展着剤 ,ア プロー
チBI,01%加 用)を果実のみに散布 した。GA4溶 液
の 6月 7日 1回散布区 ,及び6月 7日 , 6月 21日 の 2回散

布区を設け,遮光処理を6月 8日 (満開20日後)～ 6月 16
日の8日間行い,落果率や果実品質に及ぼす影響を検討し
た。

一方、 9年生の `千秋 '(M26台 木)を供試 し,形態
の異なるGA剤の果実発育に及ぼす影響を調査 した。各々
のGA剤の処理は樹単位に行い, 1樹 当り25果にラベルし
2反復とした。GAペースト剤 (協和発酵社製、GA2 7
%含有)は ,果実果梗部に塗布した。GA4ス プレー処理
は、100p溶 液 (展 着剤, アプローチBI,ol%加 用)
を果実のみに散布 した。cA3テ ~プ (協和発酵社製,G
A36%含有)は果実果梗部に 1周 するよう貼りつけた。
いずれも処理は6月 15日 (満開23日後)の 1回のみとした。
マルメロの落果防止に及ぼす影響については,1987～ 19

88年に6～ 7年生の `在来種 'を供試した。1987年は①満

開19日後 (6月 17日 )及び満開33日後 (7月 1日 )に GA3
100四散布 (展着剤 ,ア プローチBl,ol%加 用),②
満開19日後摘果,③無処理、1988年は①満開14日後 (6月
15日 )に GA 3200脚散布 (展着剤,ア プローチBl、 ol
%加用).②満開14日後摘果、③無処理の 3区をそれぞれ

設けた。 1樹当り25果にラベルし3反復とした。なお、摘

果の程度は25～30葉に 1果を残すようにした。

3 試験結果及び考察

CA4溶液の散布が `ス ターキング・デリシャス 'の 早
期落果に及ぼす影響について、無散布区の落果率700%に

対 して、GA41回散布区で 180%、 GA42回散布区で
200%と いずれも落果を抑制した (図 1)。 一方,収穫時
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図 l G A4処理が ス`ターキング デリシャス'
の落果に及ぼす影響 (1988)

(10月 12日 )の果実品質については、CA4散布区の果実
では果重が28859～31129と 無散布区の果実の2443
9に比べて増加し,L/D比 (果実の縦径/横径の比)も
0982～ 0993と 無散布区の0926に 比べて増加 した。ま
た、GA4散布区の果実では硬度 , リンゴ酸含量が減少し,

ミッ入り指数が増加するなどGAの散布は成熟を促進する
と考えられた (表省略)。

`千秋 'の果実発育に及ぼす影響について、処理前 (6

月15日)の各処理区の縦横径については大きな差がなく,
ほぼ同様な果実に処理できた。 7月 1日以降無処理区に比

べて、いずれのGA処理区とも果実肥大が優れた (図 2)。
収穫時 (10月 H日 )における果重は無処理区2670,に 対
して, GA4ス プレー区3350夕 , CA3テ ~プ区3214
9,GAペ ースト区3122夕 であった。なお,L/D比 に
ついては無処理区と有意差がなかった。このことに関して

`ス ターキング・ デリシャス'で はL/D比の増加が観察
されたので,GA処理の果実発育に及ぼす品種間差につい
て検討する必要がある。また収穫時の果実品質は、硬度や
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図2 `千秋 'の果実発育に及ぼす
各GA処理の影響 (1988)

表 1 部 A処理が ｀千秋 'の果実品質に及ぼす
影響 (1988)

処 理 区
栃   L/D

注 異符号はダンカンの多重検定(5%レベル)で有意
差あり
L/D=果実の縦径 /横径の比

リンゴ酸含量が無処理に比べ減少し,`ス ターキング・ デ
リンャス 'と 同様,各GA剤処理とも成熟を促進する傾向
であった(表 1)。 これらの結果から,GAを処理した果実
は収穫時期への注意が必要と考えられた。
マルメロの落果率に関して1987年には、無処理区の落果

率960%に 対して,摘果区640%,そ してGA3散布区で
は360%で あった。また1988年には無処理区の落果率940
%に対 して,摘果区880%,そ してGA3散布区では460
%と GA3散布区の効果が高かった (図 3)。 しかしなが
ら収穫時 (10月 17日 )において,GA3散布区では小玉果
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マルメロの果実品質に及ぼす各処理の影響
(1988)

嶽‐００ｍ‐
り
υ腫疇

度
Ｄ
硬
０

表 2

処 理 区 果 重 (′ ) 正常種子率の

GA3散 布 区
摘  果  区
無 処 理 区

2r7.24

268.6b

237.4^

27.54

54.2b

58.0 b

注.異符号はダンカンの多重検定 (5%レ～
レ)で有意

差あり。CA3(200卿 )散布 ,摘果処理は満開14日後に
行った。

が多く,こ のことは正常種子の割合が低かったことと関連
すると考えられるが,GAがマルメロの果実発育に及ぼす
影響について更に検討を要する (表 2)。
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